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２
０
１
９
年
と
い
う
新
た
な
年
を
迎
え
、

皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

小
野
澤
康
弘
も
２
０
１
８
年
４
月
６
日
よ

り
川
越
市
議
会
の
議
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
や
市
議
会
が
構
成
さ
れ
て

い
る
各
議
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
議
会
運
営
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め
て
ご
理
解
と

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
私
は
現
在
議
長
と
い
う
立
場
で

あ
り
ま
す
の
で
、
議
場
で
の
議
案
質
疑
や

一
般
質
問
等
又
、
常
任
委
員
会
に
つ
い

て
も
委
員
会
の
活
動
に
対
し
て
も
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
従
来
私
の
質
問
内
容
を

含
め
た
「
ひ
げ
通
信
」
に
つ
い
て
は
残
念
な

が
ら
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
６
月
議
会
・
９
月
議
会
・
１２
月

議
会
と
市
議
会
の
報
告
及
び
市
政
に
対

し
て
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
市
長
提
出
議
案
は
会
派
と
し
て
は
、

全
て
賛
成
し
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
平
成
の
元
号
が
も
う
す
ぐ
変

わ
り
ま
す
。
平
成
元
年
よ
り
平
成
３１
年
、

３
０
年
に
わ
た
り
世
界
的
に
も
様
々
な

出
来
事
が
起
こ
り
大
転
換
期
で
あ
っ
た

と
い
え
ま
す
。
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ

平
成
の
時
代
が
幕
を
開
け
、
中
国
で
は

天
安
門
事
件
が
起
こ
り
そ
の
年
の
１１
月

に
は
ド
イ
ツ
で
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
受
け
て
米
国
の
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
と
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書

記
長
に
よ
る
マ
ル
タ
会
談
が
行
わ
れ
米
・

ソ
冷
戦
の
終
結
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
日
本
で
は
、
不
動
産
バ
ブ
ル
が
ピ

ー
ク
に
達
し
平
成
元
年
１２
月
に
は
日
経

平
均
株
価
が
３
８
，
９
５
７
円
の
高
値
を

記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
数
年
後
に
は
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
１
０
０
兆
円
規
模
の
不
良

債
権
が
発
生
。
更
に
「
失
わ
れ
た
２０
年
」

に
入
っ
て
い
き
、
経
済
は
長
期
低
迷
が
続

き
深
刻
な
デ
フ
レ
状
態
と
な
り
ま
し
た
。 

又
、
一
般
社
会
的
に
み
る
と
合
併
に

よ
る
自
治
体
数
の
減
少
・
そ
の
要
因
と
し

て
の
最
重
要
課
題
と
し
て
の
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
の
到

来
、
大
規
模
自
然
災
害
の
頻
発
と
そ
の

対
応
な
ど
が
平
成
に
入
り
顕
在
化
し
、

社
会
に
突
き
付
け
ら
れ
た
課
題
も
重
大

で
あ
り
ま
す
。
又
、
文
化
資
源
や
自
然
へ

の
注
目
と
活
用
と
科
学
技
術
の
急
速
な

進
展
に
よ
る
技
術
革
新
や
社
会
変
革
に

よ
り
大
き
く
活
性
化
し
た
時
代
で
も
あ

り
ま
す
。
特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
急

激
な
発
達
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
情
報

量
に
は
特
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。 

さ
て
私
も
平
成
15
年
の
４
月
の
川
越

市
議
会
議
員
統
一
地
方
選
挙
に
よ
り
当

選
さ
せ
て
頂
き
、
連
続
４
期
目
と
し
て
現

在
議
員
活
動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
平
成
の
半
分
を
市
議
会
と
共

に
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。
私
が
議
員
と
な

っ
た
時
は
議
員
定
数
も
40
名
で
し
た
が
、

議
会
改
革
に
よ
り
議
員
定
数
は
現
在
で

は
36
名
と
推
移
し
て
お
り
、
議
会
も
様

変
わ
り
致
し
ま
し
た
。
又
、
市
政
に
つ
い

て
も
景
気
低
迷
と
い
い
な
が
ら
も
大
型

事
業
の
連
続
や
観
光
客
数
の
増
大
に
よ

り
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
平
成
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

新
し
い
時
代
に
な
っ
て
も
、
私
も
市
民

の
負
託
に
こ
た
え
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 
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私
か
ら
見
た
昨
年
６
月
・
９
月
・

１２
月
議
会
を
抜
粋
し
て
報
告
い
た
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
議

会
だ
よ
り
に
て
発
刊
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
の
方
で
内
容
の
ご
確
認
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

１
．
平
成
３０
年
６
月
議
会 

今
回
の
６
月
議
会
で
は
１９
議
案

提
出
さ
れ
、
通
常
の
議
会
よ
り
比
較

的
提
出
議
案
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
全
議
案
が
原
案
可

決
と
な
り
ま
し
た
。
内
、
１
議
案
に

つ
い
て
は
賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
。 

又
、
当
所
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

議
案
６３
号
「
川
越
市
債
権
管
理
条

例
」
を
撤
回
承
認
し
た
上
で
、
議
案

７６
号
と
し
て
「
川
越
市
債
権
管
理
条

例
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
議
員
提
出

議
案
と
し
て
「
手
話
言
語
条
例
」
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
制

定
の
主
旨
と
し
て
は
、
手
話
が
言
語

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
手
話
の
普

及
に
努
め
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外

の
者
が
共
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

す
る
た
め
、
川
越
市
手
話
言
語
条
例

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

２
．
平
成
３０
年
９
月
議
会 

９
月
議
会
で
は
３１
議
案
が
す
べ
て
原
案

可
決
と
な
り
ま
し
た
が
、
内
７
議
案
に
対

し
て
は
賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
。 

９
月
議
会
は
主
に
平
成
２９
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
質

疑
も
多
く
、
特
に
単
年
度
収
支
が
前
年
度
の

赤
字
か
ら
黒
字
に
転
じ
た
理
由
を
は
じ
め
、

財
政
調
整
基
金
の
今
後
の
見
通
し
、
市
民
か

ら
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
生
活
道
路

整
備
問
題
、
更
に
は
、
将
来
に
対
す
る
財
政

運
営
に
対
す
る
市
長
の
見
解
を
求
め
る
質
疑

も
多
く
、
長
期
的
な
財
政
問
題
に
集
中
し
ま

し
た
。 

３
．
平
成
３０
年
１２
月
議
会 

平
成
３０
年
最
後
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
３８
議
案
す
べ
て
原
案
可
決
と
な

り
ま
し
た
が
、
内
９
議
案
に
つ
い
て
は
賛
否

が
分
か
れ
ま
し
た
。 

同
意
案
件
と
し
て
、
「
教
育
委
員
会
委
員

に
梶
川
牧
子
氏
へ
任
命
の
同
意
」
「
監
査
委

員
に
大
泉
一
夫
氏
へ
の
任
命
の
同
意
」
「
農

業
委
員
会
委
員
に
矢
部 

操
氏
へ
任
命
の
同

意
」
。
決
議
と
し
て
「
川
越
市
議
会
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
根
絶
に
関
す
る
決
議
」
な
ど
が
全

会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

川
越
市
の
財
政
状
況
と 

市
内
の
経
済
状
況
に
つ
い
て 

１
．
市
の
歳
入
歳
出
総
額
と
市
税
（
表
１
） 

①
ウ
ェ
ス
タ
川
越
整
備
事
業
等
に
伴
い
平
成

26
年
度
歳
入
歳
出
総
額
は
特
に
伸
張
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま

で
の
歳
入
歳
出
総
額
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

②
歳
入
に
占
め
る
市
税
収
入
は
、
お
お
む
ね

50
％
で
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。 

２
．
経
常
収
支
比
率
か
ら
み
た 

市
の
財
政
構
造
（
表
２
） 

①
「
経
常
収
支
比
率
」
は
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
み
る
指
標
で
、
市
税
、
普
通
交
付
税
等

の
「
経
常
一
般
財
源
総
額
」
に
対
し
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
、
物
件
費
等
の
経
常

経
費
に
充
当
さ
れ
た
「
経
常
経
費
充
当
一
般

財
源
」
が
占
め
る
割
合
を
表
し
て
い
ま
す
。 

②
「
経
常
一
般
財
源
総
額
」
と
「
経
常
経
費

充
当
一
般
財
源
」
は
共
に
増
加
傾
向
で
す
。 

③
平
成
29
年
度
は
「
経
常
経
費
充
当
一
般
財

源
」
が
約
20
億
円
増
加
し
、
経
常
収
支
比
率

が
97.0
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。
大
規
模
建
設
事

業
に
よ
る
公
債
費
の
増
（
+7.4
億
円
）
、
施
設

管
理
経
費
な
ど
の
物
件
費
の
増（
+5.2
億
円
）、

繰
出
金
等
の
増（
+3.9
億
円
）等
が
要
因
で
す
。 

【
歳
入
構
造
と
財
政
指
標
か
ら
み
た
川
越
市
の
姿
】 

・
歳
入
総
額
に
占
め
る
市
税
の
割
合
５
割
と

安
定
し
て
お
り
、
自
主
財
源
比
率
も
６
割
を

占
め
中
核
市
の
中
で
も
高
い
水
準
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
立
性
の
高
い
歳
入
構
造
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。 

・
一
方
、
大
規
模
建
設
事
業
を
実
施
し
て
い

る
影
響
で
公
債
費
の
増
加
や
、
物
件
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
を
実
現
す
る
に
は
、
歳
入
の
確
保
や

事
務
事
業
の
見
直
し
を
通
じ
た
歳
出
の
削
減

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

 
表１ 

 

表２ 

議
会
報
告 

行政の情報は市民の共有財産である 
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川
越
市
の
議
会
改
革 

・
現
在
市
議
会
で
は
、
議
会
本
会
議
に
お

い
て
、
質
疑
等
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
、
並
び
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の

録
画
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

・
又
、
一
般
質
問
等
に
つ
い
て
は
質
問
者

と
答
弁
者
（
市
側
）
と
が
対
面
に
よ
る
方

式
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
議

員
さ
ん
に
よ
っ
て
は
資
料
を
作
成
し
、
資

料
デ
ー
タ
に
基
づ
き
質
問
さ
れ
る
方
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
私
も
以
前
よ
り
資

料
や
模
型
等
を
使
用
し
質
問
を
行
っ
た

事
が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
大
型
の
モ

ニ
タ
ー
が
議
場
に
設
置
で
き
る
と
視
聴

者
の
方
に
も
分
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、

今
後
も
要
望
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

議
長
の
職
務
と
は 

現
在
、
私
は
議
長
の
職
務
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
議
長
の
職
務
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
改
め
て
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

○
議
長
の
秩
序
保
持
権
に
服
す
る
事 

法
第
１
０
４
条 

普
通
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
長
は
、
議
場
の
秩
序
を
保

持
し
、
議
事
を
整
理
し
、
議
会
の
事
務
を

統
理
し
、
議
会
を
代
表
す
る
。 

１
）
秩
序
保
持
権
の
及
ぶ
「
時
」
は
、
議
会

の
会
議
中
、
す
な
わ
ち
本
会
議
の
開
会

中
に
限
ら
れ
、
「
場
所
」
は
議
場
内
に
限

定
さ
れ
る
。 

法
第
１
２
９
条 

普
通
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
会
議
中
、
こ
の
法
律
又
は
議
会

規
則
に
違
反
し
、
そ
の
他
議
場
の
秩
序

を
乱
す
議
員
が
あ
る
と
き
は
、
議
長
は

こ
れ
を
制
止
し
、
又
は
発
言
を
取
り
消

さ
せ
、
そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、

そ
の
日
の
会
議
が
終
わ
る
ま
で
発
言
を

禁
止
し
、
又
は
議
場
の
外
に
退
去
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
る
。 

２ 

議
長
は
、
議
場
が
騒
然
と
し
て
整
理

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
日
の
会
議
を
閉
じ
、
又
は
中

止
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

※
平
成
30
年
10
月
29
日
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
研
修
会
レ
ジ
ュ
メ
よ
り
抜
粋 

講
師
元
全
国
都
道
府
県
議
長
会
事
務
局
次
長 

○
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化 

管
理
体
制
、
内
部
統
制
の
強
化 

組
織
の
在
り
方
の
見
直
し 

↓
業
務
効
率
化
や
不
正
防
止
を
図
る 

※
健
全
で
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ 

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
効
く
→
統
制
が
取
れ
て

い
る 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
→
法
令
順
守 

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
体
制
や
仕
組
み
を
指
す

言
葉 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
た
め
の
仕
組
や
、
体

制
を
整
え
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。
企

業
の
意
思
決
定
が
合
理
的
で
特
定
の
人

の
利
益
と
な
っ
て
い
な
い
状
態
が
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
効
い
て
い
る
状
態
で
健
全
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
支
え
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
。 

〈
平
成
３０
年
川
越
市
入
込
観
光

客
数
に
つ
い
て
〉 

●
入
込
観
光
客
数
：７
３
４
万
２
千
人 

（前
年
６
６
２
万
８
千
人
10.8
％
増
）過
去
最
高 

●
外
国
人
観
光
客
数
２
７
万
９
千
人 

（前
年
１
９
万
７
千
人 

41.6
％
増
）過
去
最
高 

【
主
な
増
加
の
理
由
】 

・
喜
多
院
初
詣
客
の
増
加
： 

30
万
人
→
42
万
人 

・
川
越
氷
川
神
社
縁
結
び
風
鈴
の
増
加
： 

 
 

 

35
万
人
→
50
万
人 

・
一
番
街
周
辺
の
観
光
客
数
の
増
加
： 

時
の
鐘
（
82
万
９
千
人
→
96
万
２
千
人
） 

菓
子
屋
横
丁
（
58
万
１
千
人
→
63
万
人
） 

・
川
越
ま
つ
り
が
好
天
の
も
と
開
催
： 

73
万
人
→
96
万
６
千
人 

・
新
規
カ
ウ
ン
ト
調
査
開
始
： 

川
越
氷
川
神
社
：
８
万
９
千
人 

（
９
月
～
計
測
開
始
） 

〈
川
越
市
デ
マ
ン
ド
型
交
通
〉 

             

・
テ
レ
ビ
番
組
放
映
の
増
加 
17
件
→
39
件 

 

平
成
31
年
２
月
10
日
、
名
細
市
民
セ
ン
タ

ー
試
乗
会
に
お
い
て
。
乗
車
申
込
み
の
説
明
を

受
け
２
月
18
日
か
ら
の
運
行
前
の
試
乗
会
を

行
い
ま
し
た
。 

※
私
も
試
乗
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の

運
行
利
用
に
お
い
て
課
題
も
見
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
地
域
の
足
と
し
て
皆
さ
ん
で
利
用

し
ま
し
ょ
う
。 

〈
一
般
県
道
川
越
北
環
状
線
〉 

平
成
31
年
３
月
24
日(

日)

15
時 

開
通
予
定 

 

主
な
施
策
に
つ
い
て 

 

国道 16号 
ロヂャース方面 

川越→ 

月吉陸橋方面 

←日高 

 デマンド型交通試乗会 
2月 10日 
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川
越
喜
多
院
周
辺
が
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
！  

私
は
平
成
17
年
よ
り
喜
多
院
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
よ
る
活
性
化
の
議
会
質
問
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
後
は
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致

の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
通
称
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
法
）に
つ
い
て
私
の
生
ま
れ
た
小

仙
波
町
、
西
小
仙
波
町
、
久
保
町
周
辺
の

方
々
と
勉
強
会
を
通
じ
て
喜
多
院
周
辺
の
路

の
石
畳
（
歴
み
ち
）
松
平
大
和
守
家
廟
所
に
つ

い
て
、
ま
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
適
用
範
囲

に
つ
い
て
と
喜
多
院
周
辺
の
整
備
に
関
わ
る
事

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
平
成
23
年
に
は
こ
の
法
律

に
基
づ
く
「
川
越
市
歴
史
的
風
致
維
持
計
画
」

が
策
定
さ
れ
喜
多
院
周
辺
の
整
備
方
針
と
し

て
、
道
路
と
し
て
は
（
仮
）喜
多
院
門
前
通
り
線
、

(

仮)

喜
多
院
外
堀
通
り
線
や
高
質
空
間
形
成

施
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
現
在
に
至
っ
て
き
ま

し
た
。 

こ
の
事
に
つ
い
て
は
歴
史
的
地
区
環
境
整
備

街
路
事
業
実
現
に
向
け
て
、
平
成
22
年
小
仙

波
１
丁
目
自
治
会
、
西
小
仙
波
町
１
丁
目
自

治
会
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
私
も
応
援
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
平
成
28
年

３
月
に
歴
史
に
合
わ
せ
、
電
柱
も
地
中
化
さ

れ
美
装
舗
装
と
し
て
石
畳
の
よ
う
な
メ
ジ
の
入

っ
た
道
路
が
喜
多
院
門
前
通
り
と
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
も
う
ひ
と
つ
の
喜
多
院
外

堀
通
り
線
に
つ
い
て
も
平
成
30
年
予
算
の
計

上
に
よ
り
道
路
美
装
化
に
向
け
た
現
地
測
量
、

路
線
測
量
、
平
面
図
、
道
路
の
幅
や
高
さ
の
測

量
、
地
質
の
調
査
、
デ
ザ
イ
ン
並
び
に
工
法
の

検
討
を
行
っ
て
頂
き
、
市
と
し
て
は
平
成
31
年

度
に
整
備
を
行
い
た
い
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。 

平
成
22
年
の
同
地
区
の
要
望
を
受
け
て
か

ら
時
間
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
私
も
喜

多
院
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
要
望
を

達
成
し
、
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
甲
斐
が
あ

り
ま
す
。 

※
現
在
で
は
小
仙
波
町
、
西
小
仙
波
町
の

方
々
と
行
政
と
で
、
都
市
景
観
形
成
地
域
の

指
定
に
向
け
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
勉
強

会
等
を
行
い
、
市
側
と
し
て
は
平
成
31
年
度

10
月
に
は
指
定
を
行
い
た
い
意
向
で
す
。 

 

          

             

           

 

 

プロフィール 
昭和２９年３月１３日生 

現職 

川越市議会議員     4期 

第 84代川越市議会議長 

 

議会運営委員会   委員長（歴任） 

文化教育常任委員会  委員長（歴任） 

人口問題と社会現象特別委員会 

             委員長（歴任） 

防災・減災対策特別委員会 

委員長（歴任） 

第 78代川越市議会議長（歴任） 

最終学歴 

東洋大学大学院工学研究科建築学専攻 

博士前期課程修了（修士） 

 

議
員
活
動
よ
り 

 

 

 

役職 

 東洋大学校友会 埼玉県西部支部 監事 

 県立川越工業高等学校同窓会   理事 

 川越市立川越第一中学校同窓会  理事 

 児童養護施設㈳埼玉育児院後援会 理事 

 上戸小学校区スポーツ振興連絡協議会顧問 

 川越市マレットゴルフ連盟    顧問 

川越ポラリスﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙクラブコーチ 

 川越地区ミニバスケットボール連盟 

                相談役 

㈳川越青年会議所副理事長    歴任 

川越市立上戸小学校ＰＴＡ会長  歴任 

川越市立鯨井中学校ＰＴＡ会長  歴任 

 

           2019年1月現在 

 

 

喜多院門前通り線 
平成 28年完成 

今後整備予定される 
喜多院外堀通り線 

 

商工会議所新年名刺交歓会 
1月 9日  

平成 31年成人式 
1月 13日 


